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平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
付
で
、
厚
生

労
働
省
大
臣
官
房
参
事
官
か
ら
国
立
水

俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
着

任
し
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
主
に

地
域
保
健
と
医
療
安
全
に
関
す
る
こ
と

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
今
、
全
国
で
流

行
し
て
い
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

に
つ
い
て
も
、
厚
生
労
働
省
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
本
部
事
務
局
の
一

員
と
し
て
仕
事
を
し
ま
し
た
。

　

仕
事
上
で
の
私
と
水
俣
と
の
出
会
い

は
、
昭
和
五
十
八
年
に
厚
生
省
入
省
と
同

時
に
環
境
庁
に
出
向
と
な
り
、
保
健
業

務
課
特
殊
疾
病
審
査
室
に
配
属
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
特
殊
疾
病
審
査
室

は
、
県
知
事
の
認
定
に
係
る
決
定
を
不
服

と
し
て
環
境
庁
長
官
に
対
し
て
行
わ
れ

た
行
政
不
服
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
一
年
半
ほ
ど
の
在
任
期
間
中
は
、
一

月
半
く
ら
い
に
一
回
一
週
間
程
度
の
頻

度
で
、
水
俣
市
に
出
張
に
来
て
い
ま
し
た

の
で
、
当
時
は
、
袋
、
茂
道
、
湯
堂
な
ど

の
地
名
や
地
理
に
は
と
て
も
明
る
か
っ

た
の
で
す
が
、
さ
す
が
に
二
十
五
年
も
経

る
と
記
憶
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

異
動
の
内
示
が
あ
り
、
知
人
に
水
俣
に

赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
語
っ
た
と

き
に
、
水
俣
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
聞
か

れ
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕

事
以
外
で
私
が
思
い
出
す
こ
と
も
太
刀

魚
と
甘
夏
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
の
も
、

事
実
で
し
た
。
こ
の
度
縁
あ
っ
て
水
俣
に

暮
ら
し
始
め
て
、
不
知
火
海
と
水
俣
病
の

イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
語
れ
な
い
、
山
が
深

く
緑
豊
か
な
水
俣
、
美
し
い
棚
田
が
広
が
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国
水
研
の
動
き（

平
成
二
十
一
年
七
月
〜
十
月
）

七
月
九
日　

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
集
団
研
修
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
他
２
ヶ

国
）　
　
　
　

七
月
二
十
一
日
〜
三
十
一
日　
　

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
別
研
修
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

八
月
五
日　

 

熊
本
大
学 

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

（
中
国
・
韓
国
）

八
月
七
日
〜
八
日  

 

中
央
大
学
来
所　
　
　
　
　
　

八
月
二
十
日　
　

 

総
合
的
水
銀
研
究
推
進
事
業
選
考
評
価
委
員

会
開
催
（
東
京
）

八
月
二
十
一
日　

 

第
３
回
学
術
講
演
会
開
催

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
エ
チ
オ
ピ
ア
他
４
ヶ
国
）

八
月
二
十
七
日　

 

計
石
小
学
校
職
員
来
所　

八
月
二
十
九
日　

 

第
十
七
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー

九
月
十
一
日　
　

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
中
国
）

九
月
十
五
日 

 

み
な
ま
た
環
境
大
学
短
期
セ
ミ
ナ
ー　

九
月
十
六
日 　

 

水
俣
市
議
会
議
員
メ
グ
セ
ン
タ
ー
視
察

九
月
二
十
九
日　

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
中
国
）　
　
　
　

  

九
月
三
十
日　

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
集
団
研
修
（
イ
ラ
ン
他
３
ヶ
国
）　

十
月
十
三
日　

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
ア
ン
ゴ
ラ
他
８
ヶ
国
）

十
月
十
五
日　

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
（
ケ
ニ
ア
他
５
ヶ
国
）　
　
　

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
集
団
研
修
（
ブ
ラ
ジ
ル
他
８
ヶ
国
）

る
水
俣
、
二
十
二
種
類
の
ご
み
の
分
別
に

代
表
さ
れ
る
環
境
都
市
水
俣
と
い
っ
た
新

し
い
水
俣
の
姿
に
触
れ
、
認
識
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
も
水
俣
に
つ
い

て
、
発
信
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
生
活
の
面
で
は
、
こ
こ
十
年
く
ら
い

続
け
て
い
る
テ
ニ
ス
を
エ
コ
パ
ー
ク
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
始
め
ま
し
た
。
新
た
に
釣

り
や
温
泉
め
ぐ
り
な
ど
も
機
会
が
あ
れ
ば

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
み
た
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
今
回
で
三
回
目
の
勤
務
と
な
る

九
州
で
の
生
活
が
、
公
私
と
も
充
実
し
た

も
の
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（2009.11）
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国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
国
水
研
）
で
は
、
国
内
だ
け
で
は
な

く
海
外
に
お
い
て
も
幅
広
く
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
海
外
で
の
活
動

に
つ
い
て
的
を
絞
り
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
内
容
お
よ
び
こ
れ
か
ら
実
施
し
よ

う
と
し
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
少
し
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
領
ギ
ア
ナ
・

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
と
の
研
究
協
力

基
礎
研
究
部　

藤
村
成
剛

　

国
水
研
で
は
、「
世
界
に
お
け
る
水
銀

汚
染
地
域
の
毛
髪
水
銀
調
査
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
食
物
な
ど
か
ら
体
内
に
取
り
込

ま
れ
た
水
銀
は
、
尿
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ

て
い
く
と
と
も
に
、
一
定
の
割
合
で
毛
髪

や
爪
に
蓄
積
し
ま
す
。
毛
髪
中
に
含
ま
れ

る
水
銀
量
は
比
較
的
簡
単
に
測
定
が
可
能

で
、
毛
髪
水
銀
の
測
定
は
人
体
へ
の
水
銀

曝
露
量
を
把
握
す
る
上
で
有
効
な
方
法
で

す
。
現
在
ま
で
に
世
界
各
地
（
フ
ラ
ン
ス

領
ギ
ア
ナ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
な
ど
９
ヶ
国
）
に
お
け
る
金
採
掘
お

よ
び
化
学
工
場
に
よ
る
汚
染
、
魚
食
習
慣

な
ど
に
よ
っ
て
水
銀
汚
染
が
疑
わ
れ
る
地

域
住
民
の
毛
髪
（
約
２
千
例
）
を
集
め
て

毛
髪
に
含
ま
れ
る
水
銀
量
を
測
定
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
領
ギ
ア
ナ
の

汚
染
地
域
住
民
の
毛
髪
水
銀
量
が
高
い

（
平
均
約1

0
 ppm

）
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
領
ギ
ア
ナ
は
南
米
の
カ

リ
ブ
海
を
望
む
地
域
に
あ
り
、
内
陸
部
で

は
金
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
金
採
掘

の
際
に
河
川
に
投
棄
さ
れ
た
水
銀
は
魚
類

を
汚
染
し
、
河
川
の
下
流
に
居
住
し
て
い

る
先
住
民
が
そ
の
魚
類
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
水
銀
曝
露
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
私
（
藤
村
）
は
、
国
水
研
・
松

山
室
長
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
領
ギ
ア
ナ
の

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
０
９
年

３
月
１
６
日
に
水
俣
を
出
発
し
、
現
地
に

着
い
た
の
は
３
日
後
の
３
月
１
９
日
で
し

た
。
何
せ
地
球
の
裏
側
で
す
の
で
、
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
現
地
に
は
当
然
な
が
ら

ホ
テ
ル
も
無
く
、
民
家
の
軒
先
を
借
り
て

テ
ン
ト
生
活
で
す
。
ト
イ
レ
も
風
呂
も
無

く
、
全
て
は
河
川
で
す
ま
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
１
週
間
現
地
に
滞
在
し
、
原

住
民
の
魚
食
習
慣
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
汚
染
魚
、
河
川
水
、
河
川
底
質
等
を

採
取
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、
採
取
し
た
試

料
の
水
銀
量
を
測
定
し
た
結
果
、
汚
染
魚

お
よ
び
河
川
水
か
ら
高
い
水
銀
を
検
出
し

ま
し
た
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
本
地
域
に

お
け
る
住
民
へ
の
水
銀
曝
露
は
、
汚
染
魚

を
食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

本
結
果
は
英
語
論
文
に
ま
と
め
て
世
界
に

発
信
す
る
予
定
で
す
。
現
段
階
で
は
、
水

銀
曝
露
に
よ
る
健
康
影
響
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
毛
髪
水
銀

測
定
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

健
康
被
害
の
未
然
防
止
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
水
研
で
は
、「
水
銀
の
作
用

メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
研

究
機
関
（
ボ
ル
ド
ー
大
学
等
）
と
共
同
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　

水
銀
の
主
な
標
的
器
官
は
脳
神
経
系
で

あ
り
、
そ
の
不
可
逆
的
な
神
経
機
能
障
害

は
最
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
銀
毒

性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま

だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
点
も
多
く
、

国
際
レ
ベ
ル
で
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
メ

カ
ニ
ズ
ム
解
析
を
進
め
、
水
銀
中
毒
の
診

断
と
治
療
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
共
同
研
究
者
の
ボ
ー
デ
ィ
ナ
ル

ド
教
授
（
ボ
ル
ド
ー
大
学
）
か
ら
同
大
学

の
客
員
教
授
と
し
て
招
聘
を
受
け
、
２
０

０
９
年
５
月
に
１
ヵ
月
間
滞
在
し
て
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
講
義
内
容
は
、
実
験
動

物
を
用
い
て
行
っ
た
水
銀
の
神
経
毒
性
に

関
す
る
私
の
研
究
結
果
で
す
。
水
銀
は
神

経
変
性
を
引
き
起
こ
し
ま
す
が
、
そ
の
神

経
変
性
過
程
に
お
い
て
神
経
系
タ
ン
パ
ク

質
が
変
動
す
る
こ
と
を
見
出
し
て
い
ま

す
。私
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
話
せ
な
い
の
で
、

最
初
の
挨
拶
「
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
、マ
ダ
ム
、

ム
ッ
シ
ュ
」
だ
け
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
後

は
全
て
英
語
で
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
も
英

語
は
外
国
語
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
研
究

者
お
よ
び
学
生
達
は
、
興
味
深
く
講
義
を

聴
講
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
友

好
関
係
を
保
ち
、
研
究
の
発
展
に
繋
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　

最
後
に
、
今
回
印
象
に
残
っ
た
フ
ラ
ン

ス
領
ギ
ア
ナ
の
先
住
民
居
住
区
に
つ
い
て

記
し
て
お
き
ま
す
。
汚
染
地
域
の
ジ
ャ
ン

グ
ル
と
い
う
こ
と
で
、
悲
惨
な
状
況
を
イ

●
特　

集

　

「
海
外
と
の
研
究
協
力
」

フランス領ギアナの先住民居住地

先住民居住地から見た河川
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メ
ー
ジ
し
て
訪
れ
た
の
で
す
が
、
子
供
た

ち
は
元
気
に
裸
で
走
り
回
っ
て
お
り
、「
辺

境
の
地
と
都
会
の
生
活
は
一
体
ど
ち
ら
が

幸
せ
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
た
だ
、
彼
ら
の
生
活
が
、
水

銀
汚
染
等
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
毛
髪
水
銀

測
定
に
よ
っ
て
彼
ら
と
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・

　
　
　

ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
の
研
究
協
力

国
際
・
総
合
研
究
部　

松
山
明
人

　

国
水
研
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機

構
）
や
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｂ
（
イ
ン
タ
ー
ア
メ
リ
カ

ン
・
デ
ヴ
ェ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
バ
ン
ク
）

等
の
協
力
要
請
を
受
け
て
全
世
界
で
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
今
年
の
三
月
ま

で
三
年
間
に
わ
た
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ

て
実
施
し
て
い
た
国
際
協
力
活
動
が
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
け
る
水
銀
汚
染
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
の
現
地
伝
達
で
す
。
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国（
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
）

は
中
央
ア
ジ
ア
に
広
大
な
国
土
を
有
し
て

お
り
、
地
下
資
源
も
豊
富
で
現
在
、
世
界

各
国
か
ら
企
業
が
進
出
し
て
い
ま
す
。
首

都
ア
ス
タ
ナ
は
、
ロ
シ
ア
国
境
に
近
く
近

代
的
な
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
景
観
と

し
て
は
万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
林
立
し
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
土
漠
（
砂
漠

で
は
な
く
、
乾
燥
し
痩
せ
た
土
壌
が
主
体

の
原
野
の
よ
う
な
も
の
）
や
草
原
に
首
都

を
建
設
し
た
た
め
、
そ
の
土
地
柄
か
ら
か

首
都
に
は
十
分
な
水
が
な
く
、
常
に
水
が

足
り
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　

こ
の
状
態
を
打
開
す
る
た
め
に
、
政
府

は
首
都
近
傍
に
あ
る
ヌ
ラ
川
の
大
規
模
配

管
に
よ
り
水
を
引
き
、
首
都
へ
水
を
供
給

す
る
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
ヌ
ラ
川
か
ら
水
銀
汚
染
が
近
年
発
覚

し
た
の
で
す
。
こ
の
水
銀
汚
染
の
源
は
、

旧
ソ
ビ
エ
ト
時
代
に
作
ら
れ
た
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
工
場
（
水
俣
の
チ
ッ
ソ
と
ほ
ぼ

同
じ
合
成
プ
ロ
セ
ス
で
、
現
在
は
取
り
壊

さ
れ
て
い
る
）
由
来
の
廃
水
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
こ
の
河
川
水
を
飲
料
用
と
し
て

利
用
す
る
た
め
に
は
、
河
川
環
境
を
改
善

す
る
し
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

政
府
は
こ
の
ヌ
ラ
川
に
堆
積
し
て
い
る
大

量
の
水
銀
含
有
底
質
・
浚
渫
事
業
を
、
綿

密
な
事
前
検
討
お
よ
び
調
査
を
ふ
ま
え
今

年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で

重
要
な
こ
と
は
、
事
業
を
行
っ
た
後
に
、

本
当
に
河
川
水
質
は
改
善
さ
れ
た
の
か
ど

う
か
を
自
分
達
で
判
断
し
、
今
後
の
計
画

を
立
案
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
彼

ら
に
は
、
肝
心
の
水
銀
が
含
ま
れ
る
河
川

水
質
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
分
析

し
、
評
価
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国

際
協
力
活
動
を
通
じ
て
我
々
が
出
向
き
、

日
本
の
技
術
移
転
を
実
施
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
三
年
間
の
活
動
を
通
じ
て
現

在
で
は
、
現
地
実
験
室
も
整
備
さ
れ
河
川

か
ら
日
々
、
水
、
底
質
、
土
壌
な
ど
の
環

境
試
料
を
採
取
し
、
分
析
や
デ
ー
タ
処
理

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　

ま
た
、
前
記
の
活
動
と
は
異
な
り
、
水

俣
と
同
じ
く
過
去
に
水
銀
に
よ
っ
て
高
濃

度
に
汚
染
さ
れ
た
地
域
を
有
す
る
国
々

と
の
国
際
共
同
研
究
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
タ
リ

ア
の
隣
に
位
置
す
る
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
の
共

同
研
究
で
す
。
以
前
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
は
世

界
で
も
有
数
の
水
銀
産
出
国
で
し
た
。
現

在
は
そ
の
活
動
を
止
め
て
い
ま
す
が
、
活

動
し
て
い
る
時
代
は
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル
マ

デ
ン
鉱
山
に
次
ぐ
世
界
第
２
位
の
産
出
量

を
誇
り
ま
し
た
。
当
然
、
そ
の
産
出
量
に

伴
い
、
精
錬
後
の
残
渣
が
大
量
に
発
生
し

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
近
傍
の
荒
地
や

河
川
に
そ
の
ま
ま
捨
て
ら
れ
、
最
終
的
に

は
ア
ド
リ
ア
海
を
も
水
銀
で
広
範
囲
に
汚

染
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
反
省
か

ら
か
、
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
に
関
す
る

研
究
で
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

り
、
我
々
と
も
共
同
研
究
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
、
独
立
行
政
法
人

日
本
学
術
振
興
会
の
援
助
を
受
け
て
長
崎

大
学
を
中
心
に
、
九
州
大
学
、
鹿
児
島
大

学
と
連
携
を
は
か
り
、
ア
ド
リ
ア
海
の
水

銀
汚
染
お
よ
び
水
俣
湾
の
水
銀
汚
染
に
関

す
る
比
較
研
究
を
今
後
四
年
間
程
度
継
続

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
国
水
研
と
現
地
ス

ロ
ベ
ニ
ア
の
ジ
ョ
セ
フ
ス
テ
フ
ァ
ン
研
究

所
と
の
間
で
、
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

来
年
度
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
鋭
意
、
国
際
的
な
活
動
に
幅
広

く
注
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

ご
支
援
と
ご
理
解
を
国
水
研
に
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

首都アスタナ（冬季）
（カザフスタン）

土漠や草原
（カザフスタン）

水中の総水銀分析
（スロベニア）
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国
水
研
で
は
、
水
俣
葦
北
郡
市
歯
科
医

師
会
と
の
共
催
で
、
摂
食
・
嚥
下
（
え
ん

げ
）
に
関
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技

術
を
学
ぶ
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

十
一
月
二
一
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
一
時
半
〜
四
時
半

会　

場　

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー
講
堂

講　

師　

植
田　

耕
一
郎
先
生

（
日
本
大
学
歯
学
部
摂
食
機
能
療
法
学
講
座
教
授
）

テ
ー
マ

　

「
摂
食
・
嚥
下
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

対　

象　

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
事
者

　

医
療
・
福
祉
、
介
護
に
関
わ
る
方

　

一
般
の
方

定　

員　

二
〇
〇
名　

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法

　

①
氏
名
、
②
職
種
、
③
年
代
、
④
所
属

機
関　

を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

電
話 

０
９
６
６
‐
６
３
‐
３
１
１
１

担
当　

遠
山

と　

き　

十
二
月
五
日(

土)

　
　
　
　

午
後
二
時
半
〜
四
時

会　

場　

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー
講
堂

講　

師　

田
上　

正
先
生

（
熊
本
市
医
師
会
熊
本
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
）

テ
ー
マ　

「
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
」

　
　

 

〜
が
ん
と
う
ま
く
つ
き
あ
う
た
め
に
〜

み
な
さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

八
月
二
九
日
（
土
）
情
報
セ
ン
タ
ー
に

て
第
十
七
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
て
ら
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
寺
崎
院
長
に
「
お
し
っ
こ
の
話
〜
お

し
っ
こ
は
も
れ
ま
せ
ん
か
？
〜
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
代

表
的
な
症
状
と
し
て
、
尿
が
出
に
く
い
、

尿
の
回
数
が
多
い
、
尿
が
漏
れ
る
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
症
状
が
発
生
し
て
も
治
療

を
行
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
治
る
と
の
お
話
で

し
た
。
ま
た
、
診
断

方
法
も
問
診
が
ほ
と

ん
ど
で
、
患
者
さ
ん

に
抵
抗
の
あ
る
よ
う

な
診
察
や
検
査
は
、

あ
ま
り
行
わ
れ
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

健
康
的
な
爪
は
、
半
透
明
な
ピ
ン
ク
色

で
適
度
な
厚
み
が
あ
り
ま
す
。
爪
は
、
健

康
状
態
に
よ
っ
て
、
色
や
形
が
変
化
し
ま

す
。
爪
は
思
っ
て
い
る
以
上
に
、
私
達
の

健
康
状
態
を
知
ら
せ
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

す
。
爪
を
観
察
す
る
こ
と
で
体
の
異
常
に

い
ち
早
く
気
づ
き
、
体
調
管
理
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

① 

爪
の
色

爪
の
色
は
ピ
ン
ク
色
が
健
康
の
証
で
す
。

赤
す
ぎ
る
の
は
、
血
行
障
害
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
白
い
爪
は
貧
血
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

② 

爪
の
形

爪
の
先
端
が
欠
け
て
ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
爪
が
そ
っ
て
い
る

の
は
、栄
養
不
良
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③ 

爪
の
形

爪
の
縦
じ
わ
は
、
過
労
、
貧
血
、
血
行
不

良
の
ほ
か
、老
化
現
象
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

爪
の
横
じ
わ
は
、
栄
養
障
害
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
白
斑
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
爪
は
カ

ル
シ
ウ
ム
不
足
や
、
神
経
性
の
過
労
、
糖

尿
病
、
肝
硬
変
、
腎
炎
の
恐
れ
が
あ
る
の

で
要
注
意
で
す
。（臨

床
部　

中
村　

政
明
）

編
集
後
記　

本
日
の
と
ん
と
ん
峠

　

今
年
度
の
発
行
は
今
回
で
二
回
目
と
な

り
ま
し
た
。（
既
報
分
に
つ
い
て
は
、
Ｈ

Ｐ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。）
今
回
の
特
集
は
、

『
海
外
と
の
研
究
協
力
』
で
す
。
国
水
研

が
世
界
各
地
で
水
銀
調
査
を
行
い
、
国
水

研
の
水
銀
研
究
が
海
外
で
ど
の
よ
う
に
役

に
立
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
一
部

に
つ
い
て
、ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
も
、

各
国
と
研
究
協
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

E-m
ail  m
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お
知
ら
せ

◎
第
２
回
リ
ハ
技
術
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
！

◎
第
十
八
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
！

◎
第
十
七
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
！

♥
健
康
メ
モ

「
爪
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！
」


